
 

 

 

 
 

 

 

『 更なる高みへ 』 

校長 竹山 正弘 
 

 三寒四温を繰り返しつつ、春めいた陽射しは明るくその暖かさも日ごとに増してきています。

校庭の紅梅と白梅も開花し、桜の蕾も膨らみつつあります。着実に季節が巡っています。 

 さて、１年生の皆さんは、３学期を２年生の０学期と捉え、生徒会活動や学年行事、進路学習

等に落ち着いて取り組んできています。４月からは先輩と呼ばれることになりますので、今度

は、この１年間で学んだことや取り組んだ経験を新入生に教え伝えていく立場になります。 

 ２年生の皆さんは、今年度後期から生徒会活動や部活動等で三中の中心となり積極的に活動を

推進してきています。このことは、先輩からの三中バトンをしっかりと受け継いできている証だ

と確信しています。来年度はどの様な三中を創っていくのか、とても楽しみです。 

 ３年生の皆さんは、この１年間、上級生としてリードしてきました。運動会の演技やくぬぎ祭

での劇も見事でした。自分の進路を考えつつも、“三中のために、後輩のために何ができるか？”

を問い続け、楽しみながら挑戦し実践し、そして大切なことは何かを語りかけるその姿には感動

すらありました。常々、感心させられました。 

 また、毎年、校長・副校長で２学期末に面接をしていますが、その中で「中学校３年間でもっ

とも成長したことは何ですか？」と質問してきました。その答えは様々ですが、悩みや失敗を成

長の糧とし、確かな変容を遂げた自分の姿を誇らしく語ってくれる姿が印象的でした。卒業式で

は、仲間と歩んだ軌跡を振り返りつつ、三中への熱い思いを語る中で、三中生としての誇りの継

承を後輩たちに託して巣立っていくものと思います。 
 

 三中の「責任ある自由」について振り返りたいと思います。三中では、日頃の学校生活におけ

る仲間との交流はもちろん、生徒会活動、３大行事（運動会・くぬぎ祭・合唱コンクール）､宿泊

行事等の数々の活動を､「自治の力」の育成に欠かせない重要な学びの場であると考えています。 

「責任ある自由」は「自治の力」のことであり、自主性の形成が根本にあります。心身ともに成

長期にある生徒達に、ぜひ身に付けてほしいと願っているものです。 

＊「自治の力」について調べてみると、 

 ・集団の中で、よりよい人間関係を自主的、実践的に形成する力  

 ・集団の中において、個人対個人という関係性の中で育まれるもの  

 ・集団の中で、自己の生活の課題を発見しよりよく改善する力や自己の理解を深め、自己の 

よさや可能性を生かす力であり、自己の在り方・生き方を考え設計する力 とあります。 

 「自由」とは、何でも思うままに行動するということではありません。「今、自分は何をなす

べきか、何が最も大切なことなのか」をまず自分で考え、そして他者との関わりの中で考え、最

適解を導く経験を繰り返す中でこそ、自主性に裏づけられた「責任ある自由」が身に付くと考え

ます。生徒自らが、自由かつ自らを律しながら主体的に生きることを強く求めていくことに、大

きな意義があります。 

 心身ともに成長期にある中学校の３年間。学校生活の多くの体験の中で、「成功体験」は大切

ですが「失敗体験」もしてほしいと考えています。行動の主体はあくまでも生徒です。教員は生

徒の行動を見守り「何が原因で失敗したのか、成功するためにはどのようにすればよいのか」を

生徒自らが考え、そして行動するよう促します。そうした体験を重ねる中で、達成感とともに自

己有用感が得られ、自己肯定感につながっていくものと思います。（教員は、生徒を放っておくの

ではありません。生徒の気づきを促し、自治的活動が成されるように促すことが求められます。） 
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三中の生徒達は、細かく規制されない学校生活で多くの経験を重ねていきます。とるべき行動を

自ら考え、他者との関わりの中で自らを律し、真に主体性を備えた人間へと成長していきます。 

 三中は、「自主・自律」を総括した「自治の力」、すなわち「責任ある自由」を追求する教育の下、

さまざまな分野でリーダーとして社会に貢献する人材を長きにわたって輩出し続けているのです。 

 みなさんは、「責任ある自由」をどの様に考えますか？ 
 

 結びになりますが、保護者及び地域の皆様方の、本校の教育活動への温かいご支援とご協力に、

心より感謝申し上げます。私自身、この１年間、相手を思う優しさと真剣な眼差しのある素敵な生

徒たちと出会い、有意義な時間を共有できたことに感謝の気持ちで一杯です。今年度の学校評価ア

ンケートでは、お褒めの言葉や励ましの言葉、より良くするための貴重なご意見等をたくさん頂戴

しました。集計結果・分析等につきましては、学校 HP 等にてご報告させていただきました。今後

も、教職員一丸となり、力を合わせ、励まし合いながら良き伝統を継承し、更なる高みへと邁進し

ていく所存です。今後も皆様のお力添えを賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

＃三中歳時記＃ 
 

 ３月６日（金）、武蔵野市民文化会館大ホールにて、第 33 回合唱コンクールが開催されました。 

 今年の合唱コンクールのスローガンは「天歌夢奏（てんかむそう）」。このスローガンには、 

「天にも届く声で歌おう、という思いが込められるとともに、全員が「思い」を揃えて、唯一無二の

声を合わせていくという意味が込められています。今年度の掉尾を飾るこの行事、１､２年生は次学

年に向けた決意を、３年生は４月からの新しいステージでの希望を込めた合唱を披露しました。 
 
     

           
 

 

         
 

    1 年全員合唱  「大切なもの」          ２年全員合唱  「君とみた海」           ３年全員合唱  「ぜんぶ」  
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３月のおもな予定  
 

  

６ 金 合唱コンクール 17 火 卒業式準備 

９ 月 生徒会朝礼 保護者会（1,2） 18 水 第 74回卒業式 

10 火 安全指導 20 金 春分の日 

11 水 生徒会委員会・運営委員会 24 火 給食終（1,2） 大掃除 

12 木 卒業式予行 25 水 修了式 離任式 

16 月 給食終（３） 26 木 春季休業日始 
 


